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佐賀県の市町村別土地利用特性について
谷口直美・藤本昌
(生産情報科学講座)
平成12年9月1日受理
On the Characteristics of Agricultural Land Utilization of the Cities， 
Towns and Villages in Saga Prefecture 
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Summary 
To make clear the present conditions of land resources and the charact巴risticsof agricultural land 
utilization of 49 cities， towns and villages in Saga Prefectur巴， dat乱fromagricultural census and land irト
formation data were analyzed by the method of the principal component analysis. 
Using 14 Items related to the utilization form， the scal巴， the condition of locations of agricultural 
land， agricultural management and future aspect， th巴 classificationsof agricultural land utilization and 
the levels of relative agricultural potential were examined by principal component scores of each city， 
town and village. 
Key words Saga Prefectur巴，principal component analysis， Agriculturalland utilization 
緒雷
最近の世界の農業情勢は，地球規模での環境問題や人口問題などにより，混迷した状況が続
いている.わが国においては，米の過剰と生産調整に加えて，国際化という大きな経済の流れ
の中で，農地の減少，後継者不足など，将来への展望は薄れつつある.また佐賀県においても，
農家率は最近20年間で30.6%から15.9%に半減するなど，農業生産基盤の悪化が懸念される.
このような情勢に的確に対処し，体質の強い農業を確立し，新しい「農業農村整備事業Jを
展開していくためには，地域における農業や土地利用特性を把握することが急務である.
本報告では，佐賀県における農業の地域的特性，土地利用特性を明らかにするために，農業
センサス (1995年)のデー夕日をもとに，主成分分析i去によって，県内49市町村別にこれらの
特性を検討したものである.
佐賀県の自然と農業
佐賀県2勺ま，国 lに示すように，九州、lの北西部に位置し，南北に海をひかえ対馬暖流と季節
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風の影響を受け，温帯季節風帯に当たるため気候は温和である.地形や位置の違いで気象状況
にも差があるが，県全域での年平均気温は16.1度，降水量は約1，800mmで，全体的には南図的
な気候区で，肥沃な風土にも恵まれているため 農・水産物も豊富である.
九州では最も面積が小さい県であるが，地質構造上では，筑紫山地および第三紀層以降の火
山が分布しており，複雑な様相を呈している.
佐賀市付近に広がる佐賀平野は，背振・天山山地と有明海‘との間に展開する平野で，九州第
一の長流である筑後J11や嘉瀬)1，六角JI，牛津J11などの運んだ土砂と，有明海のこ1ニ満の差に基
づく，泥土の逆流が加わって成長し，さらに，長い年月の干拓によって造成された平地の大部
分は，低平な沖積平野となっている.佐賀平野には大小多数のクリークが縦横に延びて，特異
な景観を見せている.このクリークはi:i既や排水に利用され，またこれらの水利は主に，嘉瀬
川上流の北山ダムに依存している.
一方，脊振山地では， J_LJ間盆地などが点在している.
東松浦郡や西松浦郡付近に広がる山地は，背振山地と比べてはるかに低く，標高はほぼ200
~300mで、ある.これらの地域には，武雄市，多久市，有田町，嬉野町などいくつかの小盆地
がある.
また，東松浦半島は玄界灘に突きだした半島で，東に唐津湾，西に伊万里湾があり，海岸線
は出入りに富む 1)アス式海岸である.
一一方，佐賀県の主産業である農業は，王子成8年3月に決まった， I新佐賀農業・農村発展プ
ランJにもとづき，体質の強い農業経営の確立や地域特性を生かした産地づくりの展開などに
よる f競争力のある高生産性.I高収益農業の実現jと，快適で活力のある農村づくりの推進や
活力に満ちた中山間地域の形成などによる「活き活きとした魅力ある農山村の創造iを目指し
ている.
平成8.:q:: ~12年の期間で，農業者と関係機関・団体が一緒になって， Iやりがいのある効率
。
図l 佐賀原J覧要図
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的な地域営農づくりJと「活き活きとしたふれあいの村づくりJを目標とする『佐賀農業・
村むらぐるみ発展運動jに取り組み，地域特性に応じた農業の展開や農村地域活性化のための
施策を展開している.
解析方法
佐賀県内の各市町村によって異なる農業特性や土地利用形態を把握するために，後述するよ
うな14個の要因を使って，主成分分析j去により評価した.
ある問題に対して，いくつかの要因が考えられるとき，それらの要毘を一つ一つ独立に扱う
のではなく，総合的に取り扱おうとするのが主成分分析である.
つまり，いくつかの説明変量
Xl， X2， ・・・・・， Xp 
の総合特性を，数組の一次式で表現することである.この式によって表されるものを主成分と
しミつ.
いいかえれば，主成分分析とは多くの説明変量の値をできるだけ情報の損失なしに，1倒また
は互いに独立な少数倒の総合的指標
Zl 弘法1+a12X2十・ -十alpXp
Z2=a21Xl十a22X2十・・・・十a2pXp
Zm=amlXl十am2X2十・・・・ +ampxp
で代表する手法である.Zl， Z2， . ， Zmをそれぞれ第1主成分，第2主成分， ・・・，第
m主成分とよぶ.総合的特性とは，これらの l次式の係数(主成分負荷量)ail， a山
%に表れてくる.これらの数値は各主成分におけるそれぞれの説明変量の重みを示すもので
あり，主成分負荷量の絶対値が大きい説明変量を見ることで，各主成分の表す稔合的特性を知
ることができる.
本文では，土地利用を中心に農業基盤に関わる141屈の要国を説明変量として主成分分析を
行って，各要因の統計量を求めるとともに，各成分ごとの主成分負持量，固有値および寄与率
を計算した.さらに，市町村ごとに，各主成分のスコアを算出した.
評{酷要因
1開評鏑要因の選定
分析に際しては，以下に示す5つの側面から14偲の評価要因を選定した.
農地帯Ij用形態的側面
水町面積率，畑面積率，樹園地面槙率，耕地利用率
農地の規模的側面
経営耕地面積率，一戸当たり耕地面積， O.5ha未満農家率， 1. Oha以上農家率
自然条件的側面
耕地率，傾斜耕地率
農業経営的側面
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1.0ha当たり農業就業人口， lOa当たり農産物販売金額、
将来的側面
耕地減少率，耕作放棄率
2.各要閣の市町村別データ
前述の14個の要因について，各市町村別にそれぞれの数値を 7段階のレベルに分けて地図
上に示したものが図2~15である.
解析結果
前述の14俄の評価要閣を使用して，主成分分析を行った.
各要罰ごとの第lから第3主成分までの主成分負荷量，間有値，寄与率および累積寄与率を
表1に，また各要因の主成分負荷量の値を正負別に分け，その絶対値に大きい方から小さい方
へ願に並べたものを表2に示す.
表1 主成分負荷量 表2 主成分負荷量正負別要因
要 国 第l主成分第2主成分第3主成分 第 l主成分
耕地率(%) -0.34113 0.02204 0.13989 正 負
水田面積率(%) -0.25706 -0.42498 -0.10106 農業就業人口 耕地率
畑面積率(%) 0.17728 0.12108 0.66979 0.5ha未満農家率 O.lha以上農家率
樹恩地面積率(%) 0.19088 0.43796 -0.32905 
耕地放棄率 経営耕地面積
耕地減少率 l戸当たり耕地面積
経営耕地面積 (ha) 0.29640 -0.06504 -0.17521 傾斜耕地主事 耕地利用率
傾斜耕地率(%) 0.24130 0.04644 -0.47648 樹園地i筒積率 水田i面積率
耕地利用率(%) 0.28777 0.18400 -0.17256 
耕作放棄率(%) 0.28010 O. 28888 -O. 05300 第 2主成分
耕地減少事(%) 0.24421 0.04842 -0.21743 立 負
l戸当たり耕地面積 (a) -0.29270 0.26140 0.04712 農産物販売金額 水図面積率
0.5ha未満農家率(%) 0.28663 -0.29373 0.10966 樹問地面積率 0.5ha未満農家率
1. Oha以上農家率(%) -0.30388 0.34622 0.07564 1.0ha以上農家率 経営耕地問積
農業就業人口(人/ha) 0.34662 0.03258 0.17395 耕作放棄率
農産物販売金額(千円/10a) 一0.04888 0.45920 0.15970 l戸当たり耕地面積
間有{複
耕地利用率
6.50752 2.45020 1. 49119 焔国積率
苦手与察 (%) 0.46482 0.17501 0.10651 耕地減少率
紫穣寄与率(%) 0.46482 0.63984 0.74635 傾斜耕地率
農業就業人口
市町村別特性
1.主成分負荷量による主成分の意義
解析結果をもとにして，第lおよび第2主成分ごとに，その負荷量について考察する.
第l主成分では，耕地率および1.Oha以上の農家率などの負痔量は負の値となっており，い
ずれも絶対鑑は0.3程度の値となり，相対的に大きな債をとる.これらの要因は，市町村ある
いはそれぞれの農家の農地規模を表している.また，経営耕地面積や l戸当たり耕地面壊につ
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いても，それらの負荷量が高い負の値を示すのは，や
はりこれらが規模を表すことの裏付けであると考えら
れる.
また第 1主成分では，農地の安定性の低さを示す耕
作放棄率や耕地減少率などの要国あるいは農地として
不利な条件を示す傾斜耕地本や，このような耕地に多
い熔や樹園地の面積率などの要因については，その負
は逆に正の鰻を示している.これは条件が不利な
農地のもとで，入手のかかる農業が行われることを示
唆している.
第2主成分では，樹園地面積率および10a当たり
産物販売額の負荷量が0.4以上と，相対的にきわめて
い正の植になっている.また焔面積率，1.Oha以上
農家率および耕地利用率もやや高い正の値を示してい
る.これらの値の大きい市町村では，樹園地や畑地を
効率的に活用して杖益性の高い農業を展開していると
考えられる.
耕地を高度に利用する上で，樹闘地の存在は大きな
役割を果たす.樹園地や畑地は，傾斜地など農地とし
ては不向きな土地に造成されることが多いが，畑作，
果樹栽培を中心として耕地を有功に活用することで，
比較的高収入をあげる農業が営まれている状況を示す
指標となる.
一方，水田面積率，経営耕地面積および、0.5ha未満
の農家率の3要因のみが，負の相関を示しているが，
その中でも水田面積率，0.5ha未満の農家率での負荷
量が大きくなっている.したがって，第2主成分は，
農地の利用形態別にみた農家規模を表す指標と考えら
れる.
2.主成分スコア
主成分分析によって求めた各要因ごとの主成分負荷
を使用して，各市町村ごとの主成分スコアを求めた.
主成分スコアは，次式によって計算される.
Zki=alk (Xli -Xlm) +a2k (X2i -X2m) 
十・・・・・ +a14k(X凶 -X14m)
ここで，
Zki:市町村 iの第k主成分スコア
alk.要因 1の第k主成分の負荷量
Xli.要因 1の市町村 iの値
Xlm.要因 lの全市町村の平均値
その結果，主成分負荷量が正で，大きい偵を持つ要
表3 主成分スコア
市町村名第I主成分第2主成分
佐賀市
唐津市
鳥栖市
多久市
伊万泉市
武雄市
鹿島市
諸富町
川副町
東与賀町
久保田町
大和田I
富士町
神埼町
千代田町
三田川町
東脊振村
脊振村
三瀬村
基山町
中原町
北茂安町
三根町
上峰町
小城町
三日月町
牛津田I
芦刈町
浜玉町
七山村
厳木町
柏知町
北波多村
肥前町
玄海田]
鎮西町
呼子町
有田町
間有出町
山内田]
北方自T
大町田T
江北町
白石町
福富町
有明町
太良町
塩田町
嬢野釘
1. 828 -0.574 
0.792 0.863 
0.218 -1. 892 
0.944 0.204 
1. 862 -0.282 
1.514 -2.179 
0.156 0.805 
3.106 0.572 
-3.174 -0.715 
-4.227 0.489 
4.270 1.598 
0.966 0.285 
1. 566 -0.351 
-2.227 -0.437 
-2.961 -0.656 
-1. 754 -1. 122 
0.018 -0.793 
2.475 -1. 315 
0.941 -1. 046 
3.614 -2.238 
1. 258 -1. 811 
-1. 827 -0.575 
2.608 -0.817 
-1. 936 -0.643 
0.011 0.638 
3.702 0.501 
-3.601 1. 243 
2.849 -1. 151 
3.398 5.875 
2.602 2.815 
3.060 1.044 
1. 515 -1. 281 
0.611 2.057 
1.435 1.160 
0.659 1.252 
1.440 1.631 
5.187 1.170 
5.592 -2.439 
1.544 1.470 
3.794 -2.287 
-0.511 -0.290 
-2.295 -0.326 
1. 347 -0.574 
-3.058 0.203 
2.304 0.758 
-2.918 0.207 
2.797 3.164 
1. 713 -1. 934 
2.042 0.665 
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i苅16 第 1主成分スコア 図17 第2主成分スコア
国が多い市町村では，当然主成分スコアの値も大きくなる.
以下，第 1，第2主成分およびこれらの関係から，各市町村の農地および土地利用特性につ
いて考察する.
第 1，2主成分スコアを表3に，また，これを市町村'jljに地図上に示したものを，それぞれ
国防， 17に示す.
第l主成分については，スコアが3以上を示しているのは， 1兵玉.密J，厳木町など山開部の6
slJであり，逆に-3以下は川副町，白石町など有明海に近接した18r有町である.表lの主成分
負荷量の佳から判断されるように，スコアが大きい正の値を示しているのは，地形的にも条件
が悪く，経営規模も比較的小さい地域である.また負の値を示しているのは，水田を中心とし
て，耕地面積も広く，規模の大きい農業が営まれている地域である.これは，農地の規模，
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凶18 主成分スコア散布凶
図19 主成分スコア象限
業経常の安定性などの観点から[K分され
ると考えられる.
第2主成分については，スコアが1.5
以上を示しているのは，浜玉町，太良町，
表4 象限別市町村名
(X軸第l主成分 y軸第2主成分)
第 l象波第2象限第3象限第4象I浪
唐津市北波多村佐賀市伊万忠市
鹿島市福富町大町町武雄市
多久市久保田陣]神埼町鳥栴市
浜玉町牛津田]上 i峰町富士宮J
太良町東与賀町北方町東脊振村
七 1村三日月間I江北町二 i頼村
日乎子宮J諸富町北茂安町相知町
厳木町有明町一千代田町西有田町
嬉野町白石町 1 副因]脊振村
鎮西町 三根町中原町
月自前田] 芦メIJ町坂泊町
玄海町 三田川町基山町
小城町 山内町
大和町 有irB田I
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表5 要因の象限別平均値
(X紬ー第 i主成分， Y紘一第2主成分)
要 医i 第 l象i夜 第2象限 第3象限 者H象|浪 平 均
耕地率(%) 14.9 51. 4 44.2 12.4 28.1 
水図面積主幹(%) 47.2 87.4 92.9 83.2 76.1 
畑面積率(%) 17.7 4.3 3.0 7.1 8.6 
樹閤地面積率(%) 34.6 7.8 3.1 8.3 14.4 
経営耕地頭積 (ha) 1112.1 1145.2 1249.7 860.1 1079.9 
傾斜耕地率(%) 30.2 8.6 。 67.6 29.5 
耕地利用率(%) 132.3 163.5 161. 0 11.3 139.1 
耕作放棄事(%) 9.4 1.1 0.9 5.9 4.8 
耕地減少率(%) 13.4 5.1 7.9 12.4 10.2 
1戸当たり耕地面積 (a) 113.3 185.7 131. 0 84.9 122.8 
0.5ha未満農家率(%) 13.4 8.0 10.5 17.7 12.9 
1. Oha 以ヒ農家来(%) 45.3 66.4 51. 3 26.8 45.4 
農業就業人口(人/ha) 1.6 1.0 1.0 1.6 1.3 
農産物販売金額(千円/lOa) 271. 0 284.2 200.9 180.5 230.4 
北波多村など6町村で，逆に 3以下は，東部の鳥栖市，基山町，西部の武雄市，有田町など
7市町である.スコアが正の大きい値を示しているのは，山間部にあって樹園地率の高い地域
である.一方負の値を示す地域は，水田の割合が比較的高いが，経営規模の小さい農家が多い
地域を含んだ地域である.
このような，各市町村の特性をより明確にするために，第 l主成分スコアと第2主成分スコ
アをそれぞれX軸， Y軸にとり，市町村名を記入したスコアの散布図を図18に示した.また各
市町村のスコアが図18における 4つの象限のいずれに属するかを示したものが表4であり，こ
れを地国上に示したものが図19である.さらに名
象限ごとの要因の平均値を表5に掲げる. 表7 市町村別農業型
一方，佐賀 においては，農業地域を表-6に 水ED!'i2 凶よ凹型 j:m地型
佐賀市 上隣町唐津市浜玉町
表6 農業地域別名 鳥栖市 二回月町 多久市呼子町
都市的地域 平地農業地域 中間農業地域 山間農業地域 武雄市 牛津町伊万果市太良町
佐賀市 多久市 三日月町 伊;万果市苦言:t町 諸官吉町 芦刈町立主島市
唐津市鹿島市 守二津町武雄市脊振村 )1冨』町 jJl.i有同町 大和町
烏橋市 5苦言Z町 芦刈町東脊振村 東与賀町 山内町脊振村
基山町 )11翻町 浜支町三瀬村 久保田町 江北町小 i淡町
呼子町東与賀町 ~~前町七山村 寓士町 白石田I 七山村
有閑町J 久保田町 玄海町厳木田] 神埼町 福憲民I 厳木町
大町町大和町 鎮商問I 相知llIT 千代田町 有明置T 相知町
神 i奇町 北 1]'I町 北波多村 三回川町 塩由同 北波多村
千代田町 江北町 西有田町 東脊振村 大田I向肥前町
三二、田川町 白石担j 山内町 三瀬村 玄海田I
中原町 福宮町 太良町 さま山田I 鎮西町
三根町 塩田国] 中原町 有田町
上告争賠T 北茂安町 北方町
小城町 三根町 熊野町
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示すような都市的地域，平地農業地域，中間農業地域および山間農業地域の4つの地域に分類
し，また農業型を表7に示すような水田型，田畑型および畑地型の3つの型に区分されている.
これらの表には， 49市町村が4つの農業地域あるいは3つの農業型のいずれに属しているかを
示している.
第lと第2主成分スコアの関係を図18の象限別に考察する.
第l象限:この象限に属するのは浜玉町，七山村などの北部山地，鎮西町，呼子町などの上
場地域，太良町，嬉野町などの西部地域を合わせた14市町村である.表5に示すように第 1象
限における水田面積率の平均舘は，他の象限と比較して47.2%と最も低く，逆に，樹留地面積
率は34.6%，畑闇覆率は17.7%で，最も高い値を示している.これらの地域はすべて水田本が
70%以下の田畑型(水出率30%~70%)，もしくは畑地型(水町率30%以下)の農業地域であ
る.
表5から，第l象限における0.5ha未満の農家率や1.Oha以上の農家率をみると，比較的規
模の小さい農業が行われている.農業就業人口や耕地率，農産物販売金額も併せて考えると，
この地域では，小規模ではあるが，焔を中心に入手をかけ，収益性の高い農業を行っているの
が最大の特椴であると考えられる.
鹿島市，浜玉町，七山村，玄海町，太良町ではみかんなど，嬉野町では茶，唐津市ではいち
ご，呼子では葉たばこなどの，柑橘類や，野菜，工芸作物が主要な産物となっている.
第2象限:この象限lこは，有明町，白石町など有明海沿岸部の11市釘村が集中している.こ
の地域では，中間型農業の北波多村を除いては，全てが平地農業の水国型となっており，大規
模な農業で入手をかけなくても済み，収益性が高く効率のよい水田農業を展開していることが
分かる.
第3象限:平地での水町農業が展開されている佐賀市や川副町など有明海に近接した12市町
村がこの象限に属する.第2象限と比べると，平地の水田型農業で，表5からみて農地規模や
耕地利用率もほぼ問じであるが，農産物販売金額が相対的に低くなっている.したがって，第
3象限に属する地域では，比較的土地基盤には恵まれているものの，経営面での効率に問題が
あると思われる.
第4象限:この象限の平均傾斜耕地率が67.6%と極めて高いことからも分かるように，富士
町，背振村，伊万里市あるいは西有田町など，主に中山間地域の市町村が集中している.この
ような地域では，農地としての土地基盤ポテンシャルが低く，経営面からみても，収益をあげ
る農業を行うのは困難である.また，耕地の放棄や過疎化が進んでいるのも現実である.一方，
平地の鳥栖市，基山町あるいは中原町では，福岡市に近いことや，交通の便が良いことから，
農業以外の従事者が多く，そのため，農業経営基盤の低下が懸念される地域であると考えられ
る.
摘 要
佐賀県49市町村における土地資源の現況と，それぞ、れの土地利用特性を明らかにするために，
農業センサスおよび土地情報データを揺いて，主成分分析法によって解析を行った.
分析指標として，土地利用形態，農地規模，立地条件，農業経営および将来的側面から，14
の項目を選定して，各市町村の土地利用特性を類型化するとともに，主成分スコアによって相
対的な農業ポテンシャルのレベルを明らかにした.
谷口・藤本佐賀県の市町村別土地利用特性について
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